
自
然
に
抱
か
れ
て
育
つ

ワ
ラ
オ
の
子

Venezuela
［ベネズエラ］
 文・写真＝小松 義夫 （写真家） 

種子を触ると魔法のようにパッと開く
俗称カカオ・デ・アグアの花。この種子
を見つけた大人は子どもたちに手渡す
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オ
リ
ノ
コ
デ
ル
タ
に
住
む
ワ
ラ
オ

族
の
家
の
写
真
を
撮
り
た
か
っ
た
。

日
本
か
ら
南
米
は
遠
く
、
長
時
間
の

フ
ラ
イ
ト
が
つ
ら
い
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

の
首
都
カ
ラ
カ
ス
に
着
き
、
そ
こ
か

ら
小
さ
な
飛
行
機
を
乗
り
継
い
で
デ

ル
タ
ア
マ
ク
ロ
州
の
州
都
ト
ゥ
ク
ピ

タ
と
い
う
町
に
来
た
。
人
口
は
10
万

人
前
後
だ
が
陸
の
孤
島
の
よ
う
な
町

で
、
近
隣
の
町
ま
で
２
０
０
キ
ロ
以

上
あ
る
。

情
報
収
集
を
し
や
す
い
よ
う
に
オ

リ
ノ
コ
川
に
程
近
い
街
中
の
小
さ
な

ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
。
ホ
テ
ル
の
主

人
が
た
ま
た
ま
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
人
で

英
語
が
通
じ
た
。

川
岸
に
ボ
ー
ト
屋
が
あ
っ
た
の
で

交
渉
し
て
デ
ル
タ
を
回
る
こ
と
に
し

た
。
次
の
日
、
飲
料
水
、
食
料
な
ど

を
積
ん
で
ボ
ー
ト
は
出
発
し
、
６
時

間
ほ
ど
下
っ
た
。
オ
リ
ノ
コ
デ
ル
タ

の
水
路
は
複
雑
で
、
潮
の
満
ち
干
や

川
の
水
の
増
減
で
い
つ
も
変
化
し
て

い
る
。
水
路
に
よ
っ
て
は
引
き
潮
で

水
が
な
く
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
し
、
午
前
中
は
塩
水
で
午
後
は

真
水
に
な
る
水
路
も
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
川
の
水
と
海
の
水
が
せ
め

C.オリノコデルタに住むワラオ族は約2万人。女性たちを
運ぶ丸木舟と水路で遭遇した
D.トゥクピタの空港には小型機しか降り立たない。眼下に
オリノコ川が見えた

B.デルタアマクロ州の州都
トゥクピタの舟付き場。ここか
ら下流に向け出発した

ぎ
あ
っ
て
い
る
の
だ
。

１
４
９
８
年
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
３

回
目
の
航
海
で
オ
リ
ノ
コ
川
河
口
に

停
泊
し
た
。
上
流
か
ら
大
量
の
真
水

が
流
れ
出
て
く
る
の
で
そ
の
奥
を
大

陸
だ
と
思
っ
た
コ
ロ
ン
ブ
ス
た
ち

は
、
デ
ル
タ
に
住
む
ワ
ラ
オ
族
を
捕

ら
え
調
べ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
ワ

ラ
オ
の
人
々
は
舟
で
追
い
か
け
て
く

る
ス
ペ
イ
ン
人
か
ら
逃
げ
切
っ
た
、

と
い
う
。
彼
ら
が
熟
知
す
る
複
雑
な

地
形
の
水
路
に
入
り
込
ん
だ
こ
と
が

功
を
奏
し
た
。

E.ワラオの子どもは親や家族と一緒に“大きな屋根の下で”成長していく

A.壁が一つもない家でくつろぐ親子。床はヤシ科の植物の幹で作られている

C

B

D
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F.ワラオ族はベネズエラに住む19の原住種族の一つ。オリノコ川の
下流域に暮らす。水辺に建つ家には壁が一枚もなく、人々の気質は
昔の日本人に似ている気がした
G.兄弟だろうか？ 仲が良い二人
H.ワラオ族は子だくさん。母親に甘える男の子
I.寝心地のよいハンモックは、昼間はソファーやいすとして使われる

J.水路が合流するところに砂
の浅瀬がある。子どもたちの格
好の遊び場だ
K.お母さんのお手伝い。オリノ
コ川の水で食器を洗う

　小松義夫さんの写真展が
　開かれます。

「地球のくらし写真展」
会期：3月28日（日）まで
10：00～17：00　
※祝日除く月曜休館          
場所：県立地球市民かなが
わプラザ3F 企画展示室
入場無料
問：（財）かながわ国際交流
財団 学習サービス課
TEL ： 045-896-2899
URL ： http://www.k-i-a.or.
jp/plaza/news/komatsuy
oshio.html

ワ
ラ
オ
族
の
村
で
二
泊
し
た
が
、

寝
る
と
き
は
梁
に
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
つ

る
し
て
休
ん
だ
。
上
手
に
寝
る
コ
ツ

は
少
々
斜
め
に
横
に
な
る
こ
と
。
す

る
と
身
体
を
空
中
で
、
エ
ビ
の
よ
う

に
丸
ま
ら
ず
、
比
較
的
真
っ
す
ぐ
に

保
つ
こ
と
が
で
き
快
適
だ
。
同
じ
屋

根
の
下
、
家
の
人
た
ち
と
一
緒
に
な

っ
て
ぶ
ら
下
が
る
の
が
何
だ
か
楽
し

い
。夜

、
近
く
の
木
に
懐
中
電
灯
を
当

て
た
ら
サ
ギ
が
枝
に
止
ま
っ
て
寝
て

い
た
。
水
路
に
は
魚
や
ワ
ニ
が
い

る
。
森
で
は
夜
行
性
の
小
動
物
が
動

く
気
配
も
す
る
。
森
や
水
路
の
仲
間

を
感
じ
な
が
ら
の
眠
り
は
自
然
に
抱

か
れ
て
い
る
気
が
し
て
と
て
も
幸
せ

だ
っ
た
。
心
配
し
て
い
た
マ
ラ
リ
ア

の
蚊
も
い
な
い
。
こ
ん
な
に
豊
か
な

森
と
家
を
隔
て
る
壁
は
必
要
で
な
い

と
実
感
で
き
た
。

ワ
ラ
オ
族
は
子
だ
く
さ
ん
だ
。
彼

ら
は
家
族
の
愛
情
に
包
ま
れ
な
が
ら

〝
屋
根
だ
け
の
家
〞
で
育
つ
。
と
い

う
こ
と
は
、
オ
リ
ノ
コ
川
、
森
の

木
々
、
小
動
物
や
魚
、
ワ
ニ
な
ど
豊

か
な
自
然
と
と
も
に
命
が
は
ぐ
く
ま

れ
て
い
く
わ
け
だ
。
き
っ
と
、
心
豊

か
な
人
間
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
村
に
来
て
穏
や
か
な
気
持
ち

に
な
っ
た
の
は
、
一
緒
に
過
ご
し
た

大
人
も
子
ど
も
も
人
間
と
し
て
の
誇

り
を
持
ち
、
平
穏
に
暮
ら
し
て
い
る

か
ら
だ
と
思
っ
た
。

は
り



首都 ： カラカス
面積 ： 91万2,050ｋ㎡（日本の約2.4倍）
人口 ： 2,790万人（2008年）
公用語 ： スペイン語
宗教 ： 国民の大多数がカトリック
1人当たり国民総所得（GNI）： 12,830ドル(08年)
経路 ： 日本からの直行便はなく、カナダ、アメリカ経由が一般的。
通貨 ： ボリバル・フエルテ（VEF）１VEF=約43円（2010年1月現在）
気候 ： 熱帯地域に属しているが、標高により気温は大きく異なる。カラカスが
ある中央平原は4～10月が雨期、11～3月が乾期。南部のギアナ高地など
は年間降水量が多く、雨期にはスコールが毎日のように降る。

Venezuela
ベネズエラ

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

貧困・格差の是正、
環境問題の克服を
石油の輸出で国の経済は比較的潤っているもの
の、ベネズエラでは貧富の差や地域・社会格差が
広がっている。JICAは主に青年海外協力隊の活
動を通じ、貧困削減や格差の是正、環境問題など
に取り組んでいる。

　石油、天然ガス、鉄鉱石などの天然
資源が豊富なベネズエラ。経済では
国家総収入の約半分を占める石油の
輸出に支えられ、中南米地域ではトッ
プクラスの所得水準を誇る。だが一方
で、石油に依存した産業構造は国際
価格の変動に脆弱で、先住民を含む
低所得者層の貧困問題も深刻化して
いる。そんな中、JICAは主に青年海外
協力隊の派遣を通じ、貧困削減や地
域・社会格差の是正、環境保全などに
取り組んでいる。また、日本へのベネズ
エラ人研修員の受け入れも積極的に
行っている。
　オリノコデルタの大自然とともに、自
給自足の生活を営んできた先住民ワ
ラオ族。しかし、近年の社会環境、自

然環境の変化でその生活や文化が
脅かされつつあり、自給自足が難しくな
ったことによる貧困問題も生じている。
そこで、協力隊が現地NGOとともに活
動。植林によるエコ・ツーリズムの促進
と生計向上に努めた。
　一方、ボリバル州では、地元NGOに
よる先住民のための教育機関に協力
隊が派遣され、各村落に伝わる口承
伝統を文字化し、本に残していく活動
を支援。先住民の若手リーダーとの共
同作業を通じ、貧困、文化・アイデンテ
ィティーの喪失といったさまざまな課題
に取り組む人材の育成に貢献した。
　ララ州では、看護隊員が保健・医療
支援を実施。農村巡回診療の中で、
生活環境や人々の健康改善のため

の啓発活動、農村医療の質と効率性
の向上支援などを行っている。
　さらに、日本で行われる研修では、環
境、中小企業育成、保健医療、防災な
どの分野を対象に研修員を受け入れ
ている。また、ベネズエラが日本方式の
地上デジタル放送の導入を決めたの
を受け、今年2月に約20人の技術者
が参加する研修を実施するほか、JICA
専門家の派遣も予定されている。

ララ州で保健・衛生教
育を行う看護隊員

オリノコデルタ地帯で、隊員も参
加した現地NGOによる環境教育
プログラムに集まった村人

細切り牛肉と
野菜の煮込み
「カルネ・メチャーダ」

ベネズエラ料理

地球ギャラリー
Vol.17

　
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
代
表
的
な
定
食「
パ
ベ
ジ
ョ
ン

（P
abellón

）」。ど
こ
の
食
堂
で
も
食
べ
ら

れ
る
一
品
だ
。ワ
ン
プ
レ
ー
ト
に
、ラ
イ
ス
、カ

ラ
オ
タ（
黒
イ
ン
ゲ
ン
豆
を
塩
味
に
煮
た
も

の
）、タ
ハ
ー
ダ（
調
理
用
バ
ナ
ナ
を
ス
ラ
イ
ス

し
て
揚
げ
た
も
の
）、そ
し
て
今
回
紹
介
す
る

「
カ
ル
ネ
・メ
チ
ャ
ー
ダ
」（
細
切
り
牛
肉
を
野

菜
と
一
緒
に
煮
込
ん
だ
も
の
）な
ど
の
定
番
メ

ニュ
ー
と
、目
玉
焼
き
、チ
ー
ズ
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
出
て
く
る
。値
段
も
庶
民
的
で
安
く
、い

ろ
い
ろ
な
味
が
一
度
に
楽
し
め
る
お
す
す
め
の

一
皿
だ
。

〈
カ
ル
ネ
・メ
チ
ャ
ー
ダ
〉

【
材
料（
4
人
前
）】

牛
か
た
ま
り
肉（
バ
ラ
肉
、も
も
肉
な
ど
）７
０

０
グ
ラ
ム
／
タ
マ
ネ
ギ
半
個
／
赤
ピ
ー
マ
ン
２

個
／
ニ
ン
ニ
ク
２
片
／
固
形
ス
ー
プ
の
素
１
個

／
塩
大
さ
じ
１
・
小
さ
じ
１
／
ケ
チ
ャ
ッ
プ・
し

ょ
う
ゆ
各
小
さ
じ
１
／
油
大
さ
じ
１
／
ク
ミ

ン・こ
し
ょ
う（
お
好
み
）各
少
々

【
作
り
方
】

１
．大
さ
じ
１
の
塩
と
牛
か
た
ま
り
肉
を
圧
力

鍋
に
入
れ
、牛
肉
が
か
ぶ
る
程
度
の
水
を
入

れ
て
煮
る
。圧
力
が
か
か
っ
て
か
ら
極
弱
火

で
12
分
。火
を
止
め
、圧
力
が
抜
け
る
ま
で

置
く
。 

２
．す
べ
て
の
野
菜
類
を
み
じ
ん
切
り
に
し
て
お

く
。

３
．肉
を
取
り
出
し
、冷
め
た
ら
手
で
細
か
く

裂
く
。ゆ
で
汁
は
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で

こ
し
、２
カ
ッ
プ
分
を
取
っ
て
お
く
。 

４
．フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
入
れ
て
ニ
ン
ニ
ク
を
炒

め
、香
り
が
出
た
ら
タ
マ
ネ
ギ
を
加
え
る
。火

が
通
っ
て
き
た
ら
ク
ミ
ン
と
残
り
の
野
菜
類

を
入
れ
て
よ
く
炒
め
る
。 

5
．裂
い
た
肉
・
ゆ
で
汁
・ス
ー
プ
の
素
・
塩
小
さ

じ
１
・こ
し
ょ
う
・
ケ
チ
ャ
ッ
プ・し
ょ
う
ゆ
を

入
れ
て
し
ば
ら
く
混
ぜ
、水
分
が
少
し
残

る
程
度
ま
で
煮
込
ん
で
完
成
。

☆
圧
力
鍋
が
な
け
れ
ば
、肉
が
軟
ら
か
く
な
る

ま
で
３
時
間
程
煮
る
。長
ネ
ギ
の
緑
色
の
部

分
や
、セ
ロ
リ
の
葉
な
ど
を
束
ね
て
一
緒
に
入
れ

る
と
な
お
良
い
。

in ベネズエラ

ベネズエラ
コロンビア

ブラジル

■JICAの協力実績（人数ベース）
2009年3月31日現在

研修員受入

専門家派遣

青年海外協力隊

2008年

27人

2人

1人

累計

1,278人

261人

65人

カラカス

トゥクピタオリノコ川

エンジェルフォール
ボリバル州

ララ州

オリノコデルタ

支所開設　2003年

文・写真＝伊勢織穂理
（ベネズエラ・元青年海外協力隊員）

口承伝統を残す
活動を通じ、先
住民の人材育成
に取り組む隊員

ベネズエラを代表する料理として、人々に愛される
パべジョン

ぜいじゃく

February 2010                         3637                         February 2010




